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シンポジウム・ベーシックセミナーについて 

 

〇シンポジウムの主旨は、学会創設時よりご参加の先生方には周知されていることと存じますが、あくまで普段得られない医学

分野を中心とした免疫学の情報や研究、最新の知見を得ることにあり、またそれらに従事する講師の先生方の意識や姿勢に

触れ、質疑応答や懇親会などで意見を交わすことで、受動だけではなく能動的に我々獣医師がより飛躍する場にしたいというも

のです。とかく獣医師は、狭い獣医業界でのみ物事を考え、獣医療でしか力を発揮しない研究や臨床で満足しがちです。その

現状を打破するためにも、貴重な経験になるものと考えております。さらに、これらの先生を交えて臨床免疫検討会（Clinical 

Immunology Conference, CIC）を行うことで、より厳しく妥協の許されない議論が行えるようになりました。これらの体験

は、それこそ明日の臨床にすぐに役立つものであり、どこをどのように役立てるかのスキルを身につけることこそ、肝要と考えていま

す。 

 

〇ベーシックセミナーでは、獣医免疫学の基礎を学ぶと同時に、犬猫を中心とした臨床に役立つ講演や症例報告を行い、より

身近な観点から勉強していこうという主旨を持っております。 

元々本学会では、免疫学を根本から学ぶと共に獣医師としての考え方や姿勢を高めていきたいと考えています。シンポジウムや

各講演、技能講習、CIC、質の高い症例報告、交流懇親会、学会内容に連動した企業ブースやプレゼンなど、他学会とは一

線を画す内容を行っておりますが、中でも安易に行われがちな根拠のない学会発表や講演、議論されずに発表される症例報

告など、一見臨床にすぐにでも役立ちそうな情報の提供こそ、むしろ危険と考え、結果的に現在のような形式となっております。 

このような情報も、本学会にご参加されることで、ご自身で検証・検討を重ねて取り入れていくということが周知されてきていると

考えます。これらの学会発表や症例報告は、常時募集しておりますが、ほとんど申し込みがありません。ぜひ、ご参加いただけれ

ばと思います。 

また、技能講習を修了された先生には、症例報告やご講演をお願いするだけではなく、学会運営やシンポジウム・セミナーの運

営にも携わっていただきたいと考えておりますのでぜひ本学会の発展にお力添えをお願いいたします。 

 

〇シラバスの内容の一部には、講義や講演時にスライドなどで開示することは可能ですが、未発表データや著作権に関わる物も

あり、あえて記載しない場合や印刷物として配布ができない場合もございます。先生方に最新の情報をご提供するための研究

内容を含む講義や講演では、これらの対処が一般的な対応であるため、この点ご理解いただければと思います。 

また、シラバスのカラー印刷は予算の都合上かなり厳しいため、この点につきましては、本学会 HP より会員の方はカラーのハンド

アウトを技能講習に限りダウンロードできるようになっております。尚、これらのデータは、HP からの転用は不可となりますので、ご

了承ください。この点につきましては、今後シラバスに継続的に告知するものといたします。 

 

〇臨床の現場に即した情報が欲しいとの要望をいただくことが多いのですが、確かにそういった情報は臨床的に重要だと考える

一方で、本学会では他の学会とは異なり、まず第一に疾患を系統立てて考え、病態を理解すること、第二に、情報を選択淘

汰する能力とそれを診療に活用する思考力を高めていただきたいと考えております。そのため、基礎獣医学や医学界の基礎研

究や免疫にかかわる情報のように、一見獣医臨床への関与が少ないように思える内容を本学会では提供いたします。そのよう

な基本情報を、ご参加の先生方が個人個人で咀嚼して臨床に役立てていただければと考えております。このように少し遠回りと

思えるような方法ではございますが、学会参加者には根気よく勉強を続けていただくことをお願い申し上げつつ、一方本学会で

はわかり易い例示として症例などをより多くご紹介できる内容を考えていきたいと思います。 

 



〇講演時間および終了時間の遅延についてのご指摘をいただいておりますが、それぞれのご講演について、講師の先生の熱意

により、すべて時間通りに終わらないことが多くあります。そのため、運営上の問題で質疑時間が短くなるなど、皆さまには大変ご

迷惑をおかけいたしております。会員の皆さまにできるだけ多くの情報を提供するため、または取り上げるテーマにより、関連する

講師の先生を多く招聘することにより、プログラムに無理が出ることが多々ありますが、この場を借りてお詫び申し上げます。不足

がちな質疑につきましては交流懇親会で直接講師の先生へご質問いただくか、不参加の場合は質問用紙で対応できますので

ぜひいずれかをご利用ください。また、CIC は、元々時間延長があるという前提で行われており、参加も自由参加を謳っておりま

す。そのため、最大で１時間以上の延長をも毎回想定しております。それでもできるだけ予定時間内に終了できるように努めて

まいりますが、遠方からお越しの方や学会後にご予定のある方には誠に申し訳ありませんが、折角の白熱した議論が予定調和

で終わるよりも、ある程度まで議論を尽くしたいというCICの主旨をご理解いただければと思っております。ご意見の中には、もっと

長く時間を取ってほしいというご要望も多くいただいていることもございますので、終了時間の柔軟性につきましては何卒ご容赦の

ほどをお願い申し上げます。 

 

〇会場の温度について要望が多いのですが、会場全体の温度調整が難しいこととそれぞれの方の体感温度が異なるため、ちょ

うど良いというご意見もございますのですべての方々にご満足いただくという温度設定は困難です。できるだけの配慮はいたします

が、毎回平にお願いしておりますように服装などで各自ご調整いただければと思います（実際に、１℃調整しただけで、暑い寒

いと異なるご要望が参りますし、座る位置や食事前後でも要望が変化しております）。 

 

〇会場の立地・アクセスにつきましても、変更して欲しいとのご要望もございますが、大半の方からこの会場で良いというご意見を

いただいております。本学会は主に両国の国際ファッションセンターを会場に設定しておりますが、利用に対して柔軟なご対応を

いただけ、会場費なども他会場に比べ良い条件のため、このままこの会場にて開催を続けていきたいと思います。ただし、スケジュ

ールの都合により他の会場での開催もありますので、毎回の開催場所については必ず本学会からの案内をご確認ください。 

 

以上 

 


